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11 コミュニティ 

(1) 趣味などの活動をするときに困

ること 

 趣味や学習、スポーツなどの活動をする

ときに困ることは、知的障害者では言いた

いことがうまく伝わらない（32.2％）が最

も多く、コミュニケーションの問題が大き

なものとなっています。これに次いで、障

害者が参加できる講座・イベントなどが少

ない（26.1％）、障害のない大勢の人たちの

中に入っていくのに気がひける（22.1％）

となっています。 
精神障害者でも、大勢の人の中に入って

いくのに気がひけることが多いとともに、

一緒に参加する友人、仲間がいないことも

20％弱と多くあげられています。 
 身体障害者は、全体的に回答が少ない傾向です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2.8

26.9

36.8

5.3

9.7

9.2

3.0

3.5

12.3

11.7

10.1
施設や設備が障害者に配慮されてい

ない

障害者が参加できる講座・イベント

などが少ない

障害のない大勢の人たちの中に入っ

ていくのに気がひける

介助者がいない

介助者に気をつかう

一緒に参加する友人、仲間がいない

活動のための情報が少ない

言いたいことがうまく伝わらない

その他

とくにない

無回答

身体障害者（2073人）
単位：％

2.5

15.0

25.2

32.2

17.2

16.3

2.8

8.6

22.1

26.1

13.5
施設や設備が障害者に配慮されてい

ない

障害者が参加できる講座・イベント

などが少ない

障害のない大勢の人たちの中に入っ

ていくのに気がひける

介助者がいない

介助者に気をつかう

一緒に参加する友人、仲間がいない

活動のための情報が少ない

言いたいことがうまく伝わらない

その他

とくにない

無回答

知的障害者（326人） 単位：％

5.2

20.1

31.4

12.9

11.9

19.1

1.0

5.7

19.1

9.3

8.2
施設や設備が障害者に配慮されてい

ない

障害者が参加できる講座・イベント

などが少ない

障害のない大勢の人たちの中に入っ

ていくのに気がひける

介助者がいない

介助者に気をつかう

一緒に参加する友人、仲間がいない

活動のための情報が少ない

言いたいことがうまく伝わらない

その他

とくにない

無回答

精神障害者（194人） 単位：％
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22.7

1.8

13.9

16.0

39.7

12.7

29.0親しくつきあっている

相手が自分を理解してくれればつき

あえる

自分からあいさつする

相手があいさつすれば、自分もあい

さつする

ほとんどつきあっていない

その他

無回答

身体障害者（2073人） 単位：％

(2) 近所づきあい 

 近所や地域の人たちとのつきあい方は、身体障害者では自分からあいさつしたり、親

しくつきあっている人が多いが、知的障害者及び精神障害者ではほとんどつきあってい

ない人が 30％前後と多くなっています。精神障害者では、自分からあいさつする人も

29.9％と少なくない。 
 知的障害者では、相手が自分を理解してくれればつきあえるという人も 25.2％と多く、

人と 
のコミュニケーションの難しさがここでも表れています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

16.3

4.3

33.1

20.6

25.8

25.2

5.8親しくつきあっている

相手が自分を理解してくれればつき

あえる

自分からあいさつする

相手があいさつすれば、自分もあい

さつする

ほとんどつきあっていない

その他

無回答

知的障害者（326人） 単位：％

18.0

2.1

29.9

21.6

35.6

19.6

9.8親しくつきあっている

相手が自分を理解してくれればつき

あえる

自分からあいさつする

相手があいさつすれば、自分もあい

さつする

ほとんどつきあっていない

その他

無回答

精神障害者（194人） 単位：％
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(3) ともに生きる社会をつくるために必要なこと 

 障害のある人とない人がお互いに理解

しあい、ともに生きる社会をつくってい

くために必要なことは、いずれの障害で

も、障害のある人とない人が交流する機

会、健常者が障害についての理解を深め

られるよう、健常者への情報提供の充実、

学校教育のなかで障害や福祉に関する学

習の充実といった、お互いに理解しあう

ための交流や情報提供が多くあげられて

います。 
 このほか、身体障害者では、建物・設

備などが障害者も利用しやすいように改

善すること、知的障害者及び精神障害者

では、障害の状況に応じて働けるよう、

職場の就労環境の改善が多くあげられて

います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10.2

14.1

1.4

12.7

28.5

22.0

12.2

9.4

9.9

6.0

19.3

20.0

20.7
障害のある人とない人が交流する機

会を設ける

健常者が障害についての理解を深め

られるよう、健常者への情報提供

学校教育のなかで、障害や福祉に関

する学習を充実する

障害児と健常児の交流教育を充実す

る

障害者へのボランティア活動を活発

にする

障害者がさまざまな活動に参加でき

るよう誘ってくれる

障害者が外出しやすいよう、外出の

介助を充実する

建物・設備などが障害者も利用しや

すいよう改善する

障害者が自分からすすんで行動でき

るように促す

障害の状況に応じて働けるよう、職

場の就労環境を改善する

その他

わからない

無回答

身体障害者（2073人） 単位：％

9.5

24.5

1.5

7.4

13.8

13.5

17.5

15.3

17.8

18.1

37.1

30.4

31.6
障害のある人とない人が交流する機

会を設ける

健常者が障害についての理解を深め

られるよう、健常者への情報提供

学校教育のなかで、障害や福祉に関

する学習を充実する

障害児と健常児の交流教育を充実す

る

障害者へのボランティア活動を活発

にする

障害者がさまざまな活動に参加でき

るよう誘ってくれる

障害者が外出しやすいよう、外出の

介助を充実する

建物・設備などが障害者も利用しや

すいよう改善する

障害者が自分からすすんで行動でき

るように促す

障害の状況に応じて働けるよう、職

場の就労環境を改善する

その他

わからない

無回答

知的障害者（326人） 単位：％

11.9

23.2

3.6

14.9

20.6

10.8

11.3

16.5

14.4

4.1

13.4

24.2

27.3
障害のある人とない人が交流する機

会を設ける

健常者が障害についての理解を深め

られるよう、健常者への情報提供

学校教育のなかで、障害や福祉に関

する学習を充実する

障害児と健常児の交流教育を充実す

る

障害者へのボランティア活動を活発

にする

障害者がさまざまな活動に参加でき

るよう誘ってくれる

障害者が外出しやすいよう、外出の

介助を充実する

建物・設備などが障害者も利用しや

すいよう改善する

障害者が自分からすすんで行動でき

るように促す

障害の状況に応じて働けるよう、職

場の就労環境を改善する

その他

わからない

無回答

精神障害者（194人） 単位：％


